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結びつけて論じて以来である，という（3）。   
以下の論述とのかかわりのうえで，ここではフラコヴイアークの文章をとり  
あえず挙げておく。   
「『趣味』は17世紀（のフランス）においては，まず何よりも『感覚』  
（sentiment）としてみられていたのであるが，ある意味で『悟性』（raison）の管  
轄下におかれていた㈲」。   
ところでドイツにおける趣味概念の展開に決定的な影響を与えたのは，1727  
年に発表されたヨーハン・ウルリヒ・ケーニヒの『良き趣味についての研究』  
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に従っている場合にのみ可能である。ゴットシュー トの場合，無条件に妥当す  
るこのような法則の第一は，芸術は自然の模倣だとするアリストテレスの指示  










はり基本的に啓蒙主義的であり，この時代の趣味概念に忠実に従っている。   
そしてこのような趣味概念の展開にある意味で決着をつけたのほ，よく言わ  
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能的に嗅ぎ分けることがあった。   
例えばゲーテはすでに1772年の『ドイツの建築について』の中で，自分が  
「良き趣味」の圧倒的な影響下にあったことを告白しつつ，ゴシック芸術の傑  
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飾の乱雑な放持さの断固たる敵対者であっが⑲」。   
しかしドイツにおいてきわめて象徴的なかたちで趣味概念の変質が最初にあ  
らわになるのは，恐らくヴインケルマンの場合である。例の『ギリシア芸術模  
倣論』（1755）は，こう始まる。   
「ますます世の中に普及してきている良き趣味は，先ずはギリシアの空の下  















のアポリア」を見ているのは，このようなコンテクストの中においてである。   
ヴインケルマンの模倣説は，ギリシア人の芸術の中に普遍安当的な実の原理，  
つまりは美の規範をみるという前提のうえに立っており，その点で基本的に  
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は，例えば次のようなくだりである。   
「芸術の歴史は，その根源と成長，変化と没落を，さまざまの民族，時代，  
芸術家のさまざまの様式と並んで教え，しかもそれを古代の残された作品から  













た1730年のゴットシュートの文章と並べてみれば，事情は明らかである。   
ところでドイツ美術史上最も良く知られた事件の一つに，「ラムドーア論争」  
といわれるものがある。1808年のクリスマスにカスバール・グーフィツト・フ  
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あろう（1功」。   
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をまとめて入れたとき（1823），その序文に次のように書いている。   
「およそ17歳のころ，わたしの精神世界と生活環境を形成していたのは，プ  
ラトンの著作，ギリシアの悲劇詩人，それにヴインケルマンの情熱的な作品で  
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文学は，「芸術と趣味の原型」（das Urbild der Kunstund des Geschmacks）  
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探ってみることにする。   
まずこの概念が最初に現れるのは，この論文の冒頭において近代文学の特性  
描写が行われる際においてである。シュレーゲルは，近代文学の「無政府状  















次のようなかたちで繰り返される。   
「芸術の普遍妥当的な法則，趣味の不変の目標は存在しない，あるいはもし  
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そのようなものが存在していても，それは使用不可能なものである，または趣  


















スは，アツテイカの公の趣味の最高の瞬間に居合わせたのである。（1．296f，）   
くりかえすことになるが，「趣味」の存在そのものが否定されるわけではな  
い。失われてしまった「公の趣味」は，むしろ近代文学においてもう一度獲得  
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てきている。……美的形成の重要な革命のときが熟している」。（1．356）   
シュレーゲルによれば，「客観的なもの」「客観的な美」が，ギリシア文学の  


















「表申的な抽象化や推測から，あるいは誤解された古代や月並みの才能から，   
26   



























27   

















（3）イギリスにおける「趣味」（taste）については，W．）．ベイト F古典主義からロマン主義へj に  
くわしい。  
「哲学および文芸批評の著作で，「趣味」をある程度詳しく論じていないものはほとんどな   
かった。この語は特に十八世紀の最後の四半期では，一般に美的判断九 傾向，選択に属するす   
べてのものを意味している。」（W．J．ベイト「古典主義からロマン主義へ－18世紀英国の文学的   
風土－j小黒和子訳104ページ）  
しかしベイトの記述によれば，イギリスではこの概念は極めて多様に用いられていて，一義的   
な規定は不可能である。例えば17世紀において，「規則に対する反感以外にはお互いを結びつけ   
るものをほとんど持たなかった批評家たちは，「趣味派（schooloftaste）」と呼ばれていた。（48   
ページ）そして「十八世紀の半ばまでには，この語はほとんどあらゆる意味において頻繁に用い   
られるようになり，同じ批評家や書評家によってすら，さまざまな意味で使われている。例えば  
F世界jの執筆者の一人は，「この哀れな単音節語く趣味〉には何の概念も結びつけることがで   
きない」と落胆した結論を出している。」（91ページ）  
どうやらイギリスでも「趣味」概念はフランス古典主義から輸入したらしく，ドイツとの直接   
的なかかわりはあまりなさそうである。  
（4）Frackowiak；S，196  
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（5）Frackowiak；S．2ユ2  







伍2）Frackowiak；S．224．なお趣味概念の歴史，とりわけカントとのかかわりに関しては，ガタマー   




㈹ PeterSzondi；AntikundModerneinderÅsthetikderGoethezeit．ln：PoetikundGeschichtsphi一   
王osophie．l．FrankfurtamMainユ976．S．26  
（1カ Winckelmann；Bd．3，S．9f．  
㈹ silvio Vietta；Raffae卜Rezeptionin derliterarischen FrGhromantik．In：Geschichtlichkeit und   
Aktualitat．Studien zur deutschen Literatur seit der Romantik．Hrsg．von Klaus－Detlef M（iller，   
GerhardPasternack，WulfSegebrechtundLudwigStockinger．T色bingen．1988．S．221  
（1功 Caspar David Friedrichin Briefen und Bekenntnissen．Hrsg．von Sigrid Hinz．Leipzig1974．S．   
134  
¢¢ibid．S．149f．  
el）Kritische Friedrich－Schlegel－Ausgabe．Hrsg．von Ernst Behler．Paderborn・Mnnchen・Wien，  
1958乱Bd．4．S．4．（以下同書からの引用は，本文中の引用文未に巻数及びページ数のみを示す）  
¢勿 アウダス トヴイルヘルム・シュレーゲルの「趣味」についての記述（1801）は，ここでの弟   
フリードリヒの評言を受けたものであるように思われる。ただしフリードリヒが試行錯誤の果て   
に獲得した苦い認識は，ここではいわば聡明な評論家の論評として平明に解説されている。以下，   
A．W．シュレーゲル   
「趣味という語は近代になって初めて現れた。そしてフランス人が殊にこの語を我がものとし，   
あらゆるところで持ち出した。こうして日常語としてはこの表現にはいささか因習的な要素が混   
入することになった。自分の芸術感覚を深い研究によって形成し高めた者に対しては，趣味とい   
う語は使わない。ただ単に芸術のもっている快適な要素だけを外面的に取り込むすべを心得てい   
るような者に，この語を使うのである。この意味ではしばしば自分の其の芸術感情を犠牲にして   
趣味というものを身につけるのである。つまり選択や判断の能力を，自分の感受性の自発的な反   
省を通してではなく，自分の感受性を鈍化することによって手に入れるのである。というのも、   
内面が空疎で寒々としていれば，あらゆる印象は表面的なものに止まらざるを得ないからである。   
わたしがこのように書くとき，フランス人を念頭においていることを否定するつもりはない。彼   
らは，趣味の豊かな国民だとはいえても，同時にまったく非文学的でもあるからである。趣味と   
天才との不幸な対立関係もまた，彼らに由来するのである。というのも，あの真の芸術感覚とい   
うものが存在するのならば，天才とは創造的な趣味以外の何物でもないからである。哲学におい   
てその発言を最終的にはいわゆる常識という法廷に持ち出そうとするならば，真の思弁というも   
のは全く不可能になるであろうが，あの味気無い，よくしつけられた趣味が芸術の領域において   
拘束的な力をもったものへと引き上げられるならば，想像力のもつ根源的で神的な自由に関して  
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